書評; 神林龍著『正規の世界・非正規の世界－現代日本労働経済学の基本問題』、金英著『主婦パートタイマーの処遇格差はなぜ再生産されるのか：スーパーマーケット産業のジェンダー分析』、橋本健二著『新・日本の階級社会』 by 大沢 真知子








































































































られていない。しかし、著書を読むと、勤続 5 年を超えた後の 10 年残存率が顕著に低下





　橋本健二『新・日本の階級社会』第 4 章「階級は固定化しているか」では、1955 年か














は 1985 年を境に固定化が進んでいる。つまり、85 年以降、豊かなものはより豊かに、
貧しいものはそこから抜け出すのが難しい社会が出現しているのである。
　興味深いのは、新中間階級（被雇用の管理職・専門職・上級事務職）と区分される日本
企業の中核を支える労働者である。95 年まで低下しその後 05 年でオッズ比が上昇した後
にまた低下している（p.134~138）。
　さらに、60 年代生まれ（ロスジェネ以前）と 70 年代生まれ（ロスジェネ世代）に分け
て見ると、60 年代生まれの大卒者で新中間階級出身者の 82.4% が新中間階級になってい








　本稿では、2017 年の後半から 18 年の初めにかけて出版された優れた著作 3 冊を取り
上げ、日本の労働市場の変容について考察した。これらの研究成果をみると、就職氷河期
以前に生まれたものたちにまでは日本的雇用慣行は、それなりの影響力を持っていたもの
の、それ以降に大きく変化したことがわかる。企業間の格差も拡大している。
　スーパーの事例が示すのは、日本の職場においては、ジェンダーに基づく雇用区分から
働き方の拘束性の違いという新たな区分に書きかえながら、同じ職場の中で異なるものを
分離して別々に処遇するという日本のダイバーシティ経営の特徴が維持されてきたことで
ある。
　人口減少が続き、男性正社員だけでは企業の屋台骨を支えられなくなった今、日本の企
業は、多様な人材を包摂するための、新たな処遇体系の確立が必要になっているのだと、
この 3 冊を読みながら改めて考えた。
 （おおさわ・まちこ／日本女子大学教授）
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